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求められる資質・能力を大きく 3 つに分類した。具体的には、その 1 として「教員としての力」の 15 項
目、その 2 として「養護教諭としての専門的な力」の 11 項目、さらにその 3 として「教員としての力」と
「養護教諭としての専門的な力」の基盤となる「社会人としての力」を設定した。
第 4 章「養護教諭の資質・能力の保証－養護実習ミニマムスタンダードの策定－」では、第 2 章で明ら
かにした養護実習の現状と課題を踏まえ、第 3 章で論じた養成段階において保証すべき資質・能力であ

























ていることを明らかにした。第 2 章 養護実習の現状と課題では、養護実習の現状について明らかにする
ために、2012 年度養護教諭養成大学協議会の加盟大学のうち、短期大学及び養護教諭特別別科を除く
98 大学の 115 学部・学科・課程を対象に教職に関する科目区分「養護実習」に関するシラバス内容を調





的な力」、「社会人としての力」の 3 つに分類した。具体的には、「教員としての力」として 15 項目、「養
護教諭としての専門的な力」として、養護教諭の専門職性から「保健管理」「保健教育」「保健室経営」「他
者との協力・連携」を大区分として 11 項目をあげた。さらに、「教員としての力」と「養護教諭としての










実践する」、「Ⅱ 調査して理解する」、「Ⅲ 理解を深める」、「Ⅳ 自らの課題をみつける」の 4 段階で構成
し、広く活用し得る工夫を随所に施している。終章では、養護教諭養成課程における資質・能力保証に
向けた養護実習ミニマムスタンダード導入の意義と課題として、養護教諭養成大学の役割と今後の課題
について学際系の養護教諭養成校の立場から言及している。
以上のように詳細な実態を基盤とした本研究は極めて高い実践的意義を有している。今後の教育系、
看護系、学際系の養護教諭養成課程のいずれにも援用可能な実習ミニマムスタンダードが策定され、学
生の資質・能力を保証しうる養護実習が展開可能な実践研究として高い評価を与えることができ、博士
学位論文として十分な実践的、学術的な意義を有するものと評価できる。
